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学校通信 

    学校生活における大切なお知らせです     
 

2009年 5月 20日発行 第 73号 (毎月１回発行) 
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●保健室・カウンセリングスペースからのお知らせ     
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●進路支援からのお知らせ                                                     

                

●人権フォーラムのご案内 
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ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

 

尚、本校ホームページがリニューアルされております。是非ご覧ください。 
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今月のメッセージ 

 

 

 

「めいめい自分
じ ぶ ん

のことだけでなく、 

他人
た に ん

のことにも注意
ち ゅ う い

を払
は ら

いなさい。」 
フィリピの信徒への手紙 2 章 4節 

2008 年６月～2009年 5 月 

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必須科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                        (｢2009年度学務の手引き｣より抜粋) 

 
 新型インフルエンザが兵庫県・大阪府で発症し、５月１９日（火）～２４日（日）の

期間休校となりました。５月１９日（火）に予定していた特別活動の「ハイキング」も

中止になってしまいました。皆さんの体調は大丈夫ですか？早くこの新型インフルエン

ザが終息することを祈っています。保健室からのお知らせで新型インフルエンザに関す

る対応・対策を記載しています。再度確認してください。 

スクーリングが再開したらレポートをこつこつと仕上げていくようにがんばってくだ

さい。また、６月には音楽鑑賞会もあります。関心のある生徒の皆さんはぜひ参加して

ください。 

 最後になりますが、６月１日（月）～１３日（土）までの２週間で教育実習生が２名

（英語科・情報科）やってきます。開校８年目の本校初めての受入れとなります。２名

の実習生は本校の卒業生です。皆さんの授業を担当するかもしれませんがよろしくお願

いします。 
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日 曜 行 事 予 定 な ど 

 6  月  

6/1 月 〔前期学習状況報告（1回目）〕発送予定 

2 火  

3 水  

4 木 進研マーク模試（3年） 

5 金 進学ガイダンス（3年次生対象） 

6 土 進研マーク模試（3年） 

7 日  

8 月  

9 火  

10 水  

11 木  

12 金  

13 土  

14 日   

15 月  

16 火  

17 水  

18 木 特別活動：音楽鑑賞会（予定） 

19 金 〔学校通信〕発送（予定） 

20 土  

21 日  

22 月 〔前期学習状況報告（2回目）〕発送予定 

23 火  

24 水  

25 木  

26 金  

27 土 
保護者とともに進路を考える会（今年卒業予定者の保護者対象の方には案内を送付します）、 

特別活動：街美化ボランティア 

28 日  

29 月  
30 火 特別活動：人権フォーラム（13：00～14：30） 

 7  月  

7/3 金 特別活動：ホームルーム（予定） 
7/8 水 前期通常スクーリング最終日（体育の補充スクーリングを除く） 

7/9 木 前期レポート最終締切日（持参・郵便消印）（一部の講座を除く） 

7/17 金 〔学校通信〕発送（予定） 

予定日程表 

スケジュール 
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【レポート提出】 

各レポート用紙には、バーコードシール貼付（レポートの回数番号に注意し、正しく

貼付のこと）を正確に行い、提出期限を守ってください。多くの講座で、レポートの提

出期限は、関連のスクーリング日のほぼ 1週間後としており、各回の期限に遅れると評

価が下がります。 

出し遅れや再提出評価の場合でも、最終締切日（7月9日）まであきらめずに提出しま

しょう。 

レポート受理に関する事務取扱いについては先月号の「学校通信」や「学務の手引き」

(8～9頁)をご確認ください。 

 

【スクーリング代替課題とそのバーコードシール】 
スクーリングの必要回数が多い一部の講座（理科基礎・理科総合ＡおよびＢ・芸術・

英語の一部の講座・家庭基礎・家庭総合・宗教）では、「スクーリング代替課題」が用意

されており、スクーリング出席数に不足が生じた場合に補充できるようになっています。 

各講座のスクーリング代替課題は、肌色の用紙に印刷され、レポート袋に入っていま

す。 

また、お手元のバーコードシールのうち、スクーリング代替課題がある講座のバーコ

ードシールは、[●理基1]のように、その講座略称の前に●が付いていて、●のない通常

レポート用の後に印刷されています。貼り間違えないように注意してください。 

もし貼り間違えなどでシールが使えなくなったら、事務室で再発行してもらってくだ

さい（1シート100円）。 

 

【「前期学習状況報告（1回目）」の発送】 

前期の講座登録者全員に、「2009年度 前期学習状況報告（1回目）」を6月1日（月）

頃、発送する予定です。これには5月29日（金）までのスクーリングの出席回数とレポ

ートの提出状況一覧が記されていますので、必ず各自で確認してください。 

スクーリング・レポートいずれも規定数を満たすために、前期後半に向けて、必要な

らば学習ペースの修正を行ってください。 

  「学習状況報告」の記載内容について質問等がある場合は、担任までご連絡ください。 

  なお、2回目の「学習状況報告」は、6月22日（月）頃送付の予定です。 

 

 

 

 
 

教務部からのお知らせ 
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【特別活動についての確認】 
卒業要件として、在籍期間や単位数については充分に注意していても、特別活動はう

っかりしがちです。今年度入学生はもちろん、以前からの在校生も、「学務の手引き」13

～14頁の特別活動について、もう一度確認してください。前籍校のある人はその認定分

を含めて、卒業までに規定の時間数（30時間以上）が達成できるよう、学校行事などへ

の参加を心がけてください。 

 6月には、音楽鑑賞会（6/18予定）、人権フォーラム（6/30）などの行事が計画されて

います。いずれも、詳細は校内掲示と学校通信でお知らせし、申し込み順に受付け、定

員になり次第、締め切ります。 

これら以外に、学校が推薦する芸術鑑賞（映画鑑賞[映画館]、展覧会[美術館]、ビデ

オ鑑賞[自宅]）や博物館見学などにより特別活動として認定されるものがあります。こ

れらについての案内は、不定期で学校通信に同封します。 

 

【教育実習生について】 
 6月1日（月）～13日（土）の2週間、英語科と情報科の2名の教育実習生が来ます。 

 2名は本校の卒業生で、本校初めての教育実習生です。 

 

街美化ボランティア   6月27日（土）（予定） 16:00から約1時間（雨天決行） 

 

作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。 

その際、警察への届け用紙と学校の参加カードの両方に記名してもらいます。 

（特別活動1時間。遅刻や途中で帰ったときは認定されません） 
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【各種奨学金・給付金について】 
先月の学校通信で配布済みの「各種奨学金等についてのご案内」のうち引き続き現在

募集中の各奨学金について下記の表に記載していますので、申込み期限等を確認のうえ

申込希望の場合は事務室へお申し出ください。 

 名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

貸 

 

与 

日本学生支援機構(旧日本育英会) 

・平成22年度大学等奨学生予約採用 

（対象）来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（貸与月額）下記表参照 

第一種奨学金(無利子貸与) 
 

大学 短大・専修学校 
区分 

自宅 自宅外 自宅 自宅外 

第二種奨学金 

(有利子貸与) 

国公立 45,000円 51,000円 45,000円 51,000円 

私 立 54,000円 64,000円 53,000円 60,000円 

上記貸与月額又は貸与月額30,000円のどちらかを選択 

30,000円・50,000円・ 

80,000円・100,000円・

120,000円から選択 

 

入学時特別増額貸与奨学金（初回基本月額に有利子奨学金を増額して貸与する制

度）も同時に申し込みが可能です。金額は10万円・20万円・30万円・40万円・

50万円から選択。 

（第一種） 
〔受付は終了しました〕 

 

（第二種） 

８月１８日（火） 
〔候補者内定10月上旬予定〕 

 

 

貸 

 

与 

 

①兵庫県高等学校奨学資金 

（対象）    兵庫県内に居住する保護者の生徒で、経済的理由により修 

学が困難な人 

（貸与月額）30,000円[自宅]・35,000円[自宅外] 

(交付方法) 4～9月分を9月に、10～12月分を10月に、11～3月分を 

1月に交付 

②奨学資金交通費貸与制度 

（対象）    上記①を申請する人のうち、通学用定期券の購入額が1ヶ月 

あたり10,000円以上となる方で、奨学資金交通費の貸与を 

希望する方 

（貸与額）  通学交通費負担額に応じて決定される 

（交付方法）年3回上記①の振込みと同時に振込み 

 

６月1日（月） 

給 

 

付 

 

 

 

大阪市奨学費(毎年申請が必要) 

(対象)  大阪市に居住する保護者の生徒で、経済的理由のために修学

が困難な家庭(生活保護世帯は除く) 

(給付月額)10,900円 ※2008年度の実績額 

(交付方法) 4～7月分を10月上旬に、8～11月分を11月下旬に、12～3

月分を1月下旬に交付 

  

６月１２日（金） 
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事務室からのお知らせ 



 
 

 

 
 
 

 

手 数 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

給 

 

付 

 

ＹＭＣＡ学院高等学校奨学金（2009年度前期） 

（対象）   ①本校での学習継続の意思が固く経済的理由により修学が困難

な人  

   ②2008年度後期10単位以上修得している人（新入生除く） 

（給付金額）授業料相当額の5%～40%を支給します 

 

６月２６日（金）*前期分 

※後期分については後期に

改めてご案内します。 

 

給 

 

付 

 

 

公益信託ｶﾄﾘｯｸ･ﾏﾘｱ会･ｾﾝﾄ･ｼﾞｮｾﾌ奨学育英基金 

(対象)  経済的理由により就学困難な事情のある、日本の高等学校に在 

学する成業の見込みがある生徒（国籍は問わない） 

(給付月額)20,000円  

(選考基準)本人の学業成績と品行、及び家庭の経済状況を重視する 

（昨年実績：総収入100万円未満・採用５５人） 

６月２６日（金） 

【レポートの提出について】 
レポートを提出する際には、以下の点を注意してください。 
各レポート表紙に必ず個人別のバーコードシール（学籍番号・住所・名前・講座名・

教員名・レポート回数が印字されています）を所定の貼付欄に貼ってください。特にレ

ポートの回数をよく確認して貼るようにしてください。バーコードシールを貼り忘れた

場合は、レポートの持ち主が不明となり返却が困難になります。提出前に十分確かめて

ください。 
（バーコードシールが貼られていないレポートが提出された場合は、掲示板でお知らせ

します） 
レポート提出は、直接学校へ持参する場合は事務室受付の提出用ボックスへ入れてくだ

さい。提出できる時間は 9：15～17：00（平日）です。レポートを学校へ郵送する際は、

郵便の消印日が受付日となります。レポート提出については、再度「学務の手引き」8～9
頁をよく確認してください。 

※ レポートにバーコードシールを貼り間違えた場合は、学校では一切受付けられず、返却され

ます。そのために提出期限や最終締切日に間に合わなくなったとしても、本人の責任となり

ますので注意してください。 
 

【レポート等の再発行について】 
レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙 

に必要事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

レポート、バーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申込んでくだ 

さい。記入がないと再発行できない場合がありますので注意してください。なお、レポ

ートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）となります。 

 

種類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(再発行) 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

「レポート等諸用紙発行願」 
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手 数 料 

＊ 必要記入事項･･･①学籍番号･名前 ②講座名 ③レポート回数 

 



 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通学割引証の発行について】 
本校への通学の際には、交通機関の通学用割引回数券が利用できます。回数券の残数

が少なくなったら、「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」を事務室窓口のカード回収ボッ

クスへ提出して「通学割引証」の発行申請をしてください。「通学割引証申請カード(ｹｰｽ

入り)」は毎回申請時に提出が必要ですので大切に保管してください。なお、「通学割引

証」の有効期限は一ヶ月です。期限内に駅の発売所で回数券を購入してください。その

際必ず「通学割引証」をケースから出し、生徒証明書を提示してください。詳細は、「学

務の手引き」32～33頁をよく確認してください。 

  （注意事項）※通学用割引回数券は通学以外の目的による使用や本人以外の使用は認められていません。 
 

 

【通学交通費の割引について】  
  講座登録や｢進学コース」、｢学習アシスト」などの申し込みにより、週 5日以上通学す
ることになった生徒に限り、ＪＲおよび大阪市交通局（地下鉄・バス）の通学定期券の

購入が認められています。（私鉄の各交通機関については通学定期券の利用はできませ

ん。）該当する方で、通学定期券購入を希望する場合は、所定の申込用紙がありますので

事務室へ提出ください。時間割等を審査した上で、定期券購入のための通学証明書を発

行します。 
 

【2009年度生徒証明書用写真提出について】 
  昨年度からの在学生で、「2009年度生徒証明書」の発行手続きをしていない生徒は、至
急写真提出手続きを行ってください。(所定の提出用紙は事務室にあります。)今年度の生
徒証明書がないと、単位認定テストが受けられないなど不利益が生じることとなります

ので至急手続きを行ってください。 
 
【住所等変更手続きについて】 
 現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変

更届」に記入・捺印のうえ事務室へ提出してください。あわせて生徒証明書の再発行が

必要な場合は、写真を提出してください。また、通学経路が変わる場合は、「通学割引証

申請カード」を変更しますのであわせて提出ください。届出用紙は事務室にある他、「学

務の手引き」の巻末にもあります。コピーして使用してください。 

なお、学校からはレポートや成績に関する書類等、重要な郵便物を定期的に送付してい

ます。住所変更の際は、郵便物が変更前の住所に届いてしまうことがないよう、郵便局

に｢転居届」を提出し、必ず郵便物転送の手続きを行ってください。 

 

【前期学費納入について】 

前期の学費について、分割納入及び５月延納の手続きをされている場合は、今月の

納入期限が5月29日（金）となっています。学校より送付しました「延納・分割納

入についてのお知らせ」を確認のうえ、期日までに納入手続きをしてください。 
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※割引証の申請は年間20回までです。（進学コース受講生は40回まで） 

※割引証の有効期限が切れてしまった場合は事務室で期日を訂正します。お申し出ください。 

 



 
 

 

 
 
 

 

  

新型インフルエンザに関する対応について 
 
新型インフルエンザの影響により現在（5月 22日時点）休校としておりますが、この間、生
徒の皆さんには自宅で安静にし、十分な休養と食事をとり、免疫力を高めるようにしていただき

たいと思います。また、今後に備えて以下のことについて確認をしてください。 
 なお、今後は｢行政｣における対応の変更も十分に考えられます。マスコミ等を通じて最新の情

報を入手し、適切な判断をお願いします。 

 

■感染予防には、次のことに注意してください。（別紙の厚生労働省案内も参照／鶯色） 

○出来る限りの外出をさける。 

○咳やくしゃみ等による感染を防ぐため、マスクを着用する。 

○積極的に手洗いやうがいを行う。 

 

■発熱や咳などインフルエンザ様の症状がみられた場合 

○まずはお近くの「発熱相談センター」または、厚生労働省の電話相談窓口へご相談くださ

い。（下記参照） 

 ○生徒さん本人および家族の方等々で、医療機関において感染の疑いのあると判断された場合

は、本校にもご連絡をお願いします。 

 

■相談センター等について 

○厚生労働省による電話相談窓口 

電話 ０３－３５０１－９０３１（午前 9時～21時） 
厚生労働省ホームページ http://www.mhlw.go.jp/index.html 

 
○近畿の発熱相談センターについて 
 ※相談受付時間は変更される場合があります。（5月 19日現在を記載） 
 ＜大阪府＞ 
大阪府庁          ０６－６９４４－６７９１(24時間) 
大阪市発熱相談センター 保健所感染症対策担当 ０６－６６４７－０９５６（24時間） 
堺市発熱相談センター 保健所医療対策課 ０７２－２２８－７０２３（24時間） 
東大阪市発熱相談センター 保健所健康づくり課 ０７２－９６５－０５２１（24時間） 
高槻市発熱相談センター 保健所内 ０７２－６６１－９３４０（8時 45分～21時） 
＜兵庫県＞ 
神戸市保健所   予防衛生課 ０７８－３３５－２１５１ 
姫路市保健所   予防課 ０７９－２８９－１６３５ 
尼崎市保健所   保健企画課 ０６－４８６９－３０１０ 
西宮市保健所   健康増進課 ０７９８－３５－０２３６ 
＜奈良県＞ 

奈良県福祉部健康安全局健康増進課内 

電話 ０７４２－２７－８６５８（24時間） 
＜京都府＞ 
 電話 ０７５－４１４－４７２６（24時間） 
各保健所でも相談を受付（平日 8時 30分～17時） 

＜滋賀県＞ 

県庁健康推進課（24時間） 
電話 ０７７－５２８－４９８３ 

 

 

保健室・カウンセリングスペースからの 

お知らせ 

FAX ０７７－５２８－４８５７ 
＜和歌山県＞ 
和歌山市保健所（発熱相談センター） 
電話  ０７３－４４３－２２８０（8時 30分～17時 15分） 

０８０－１４９０－０９８４（17時 15分～翌 8時 30分） 
FAX ０７３－４３３－２３３０ 
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【カウンセリングスペース】 

保健室・カウンセリングスペースでの食事はご遠慮ください。 
＊開室時間と担当者 

 月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：浅野献一さん １３：３０ ～ １６：００ 

 金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

保護者の方もご利用できます。カウンセリングスペースについてのお問い合わせ、ご予

約は保健室（後藤）まで。 
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前期が始まって２週間ほどが過ぎ、第２回のスクーリングがほぼ終了したころだと思い

ます。長い春休みからの気持ちの切り替えはできたでしょうか。短いスクーリング期間を

有意義に過ごしてもらいたいと思います。 

４月の学校通信でも掲載した通り、学務の手引きにある「学校生活上の決まり」はみな

さんが規則正しく充実した学校生活を送ってもらうために、最低限守ってもらう必要があ

る規則です。そのうち、以下の４点については特に注意してもらいたい項目ですので、再

掲します。(｢学務の手引き｣39～40頁参照) 

① 校内および学校周辺は禁煙です。 

未成年の喫煙は法律により禁止されています。また、成人に関しても学校にいる間は喫

煙を禁止します。学校周辺についても、近隣住民・商店からの苦情が過去少なからずあっ

たため校内同様喫煙を禁止します。 

② ５階以上と地下フロア－（駐輪の場合を除く）の生徒立ち入りを禁止します。 

授業などで使用する場合や特別な事情があると認められる場合を除き、これらの場

所の生徒の立ち入りを禁止します。なお、地下フロア－には防犯カメラを設置してい

ます。 

 
③ 自動車・バイク（原付を含む）での通学は禁止です。 
学校には駐車スペースが非常に少ないため、自動車・バイク（原付を含む）での通

学はできません。電車・バスでの通学や、学校近くからの通学である場合は自転車を

利用してください。 
 
④ スクーリング時間中のマナーを大切に。 

私語や携帯電話の使用などは、他の人にとってはスクーリングに集中できないなど

迷惑なものですので、やめましょう。また、登録していないスクーリングに出ること

はできません。 

 ※貴重品は確実に自分で管理してください。昼休みなどの休憩時間に携帯電話・財布な

どの貴重品を教室に置いたままその場を離れてしまうと、盗難にあうことがあります。

短い時間であっても、持ったまま行動しましょう。 

 

 
 

生徒支援からのお知らせ 
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持ちかけてかまいません。とにかくためないことが大切です。 

 
 

以上の４点を含めた「学校生活上の決まり（｢学務の手引き｣39頁）」が守られない場合は、

以下の順に従って、保護者同伴の上での厳重注意や、より強い措置を取ります。なお、

学校生活に重大な支障をきたすような違反行為があったときは、下記の手順を踏まずに

処分をすることがあります。 

 
※「④誓約書提出」では、本人･保護者呼び出しのうえ必要な書面に署名をしてもらいます。 
※学校は保護者の方と連携しながら、生徒が違反行為を繰り返すことがないよう指導して

いきたいと思います。保護者の方のご協力をよろしくお願いいたします。 
※何らかの注意処分を受けている人は、宿泊を伴う講座の登録ができません。また、大学

などの指定校推薦が受けられない場合があるので、注意してください。 

 

スクーリングに関して 

・忌引き・病欠など公欠制度はありません。学校伝染病については｢学務の手引き｣38頁を

参照してください。 

また、遅刻・早退は欠席とみなします。やむを得ず授業に遅れて途中から入室になって

しまう場合は、直接教室へ行って出席できるかどうかを確認してください。 
・放課後（月・水・金曜日の午後 4:00～5:00）および昼食時は、あいている教室を使うこ

とができます。ただし、理科室・家庭科室・PCルームなどの特別教室や更衣室は、授業

目的以外の使用はできません。 

・自習には自習室（通常は２階ライブラリー）を使用してください。自習室では歓談・食

事は禁止です。 

 

  
スクーリングが始まりました。学校生活の上で何か不都合や、困ったことがあるときは

早めに相談しましょう。 

 
進路についての相談 ⇒各ＨＲ担任・進路支援（進学（辻本） 就職（池本））

講座登録・学校生活一般 ⇒各ＨＲ担任・生徒支援（福田・齊藤） 
健康上・心理的な悩みの相談 ⇒各ＨＲ担任・保健室（後藤）・カウンセリング担当 
その他事務的なこと ⇒各ＨＲ担任・事務室 
 
これはあくまで参考です。ＨＲなど関係なく自分の話しやすい先生にとりあえず相談を 

 

注 意 

①担任注意 ④誓約書提出 
③本人･保護者 
呼び出し注意 

②担任注意 ⑤退学処分 

(保護者連絡) 

◇ 
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 ３Ｆ進路コーナーを活用しよう！ 

 

【国家公務員試験Ⅲ種について】 

国家公務員試験Ⅲ種の願書が配布されています。各自で書類を取り寄せ準備してくだ

さい。願書の受付期間は６月２３日(火)からです。  

 また年齢によっては地方公務員｢消防｣などの申込締切が近づいています。受験を希望

する生徒は各自、自治体のホームページや役所などで調べてください。  

 今後の国家公務員試験については３階掲示板のポスターを参照してください。希望者

は早めに受験対策に取りかかり、効率よく着実に勉強を進めることがたいせつです。試

験は、教養試験、専門試験、作文試験、人物試験（面接）などが課せられます。 

 

【オープンキャンパスについて】 

大学・短大・専門学校のオープンキャンパスが始まっています。特に AO 入試の受験
を考えている生徒は、志望校のオープンキャンパスに必ず参加してください。学校によ

っては、オープンキャンパスや説明会の出席を AO 入試受験の条件としています。各大
学のオープンキャンパスの案内は、３階掲示板に掲示していますので、随時、確認する

ようにしてください。また、各大学・短大・専門学校等の資料や進路情報誌等を３階掲

示板前に置いています。自由に持ち帰ることができますので、積極的に活用してくださ

い。 
 ※オープンキャンパス参加は特別活動になります。（１ヶ所２時間上限１０時間まで） 

 

【保護者と共に進路を考える会ついて】 

卒業年次生の生徒のみなさんにとって、高校卒業後の進路について、具体的に考えな

ければならない時期となりました。そこで本校では、進路について考えるための機会と

して、卒業年次生(今年度卒業予定)の保護者を対象に『保護者とともに進路を考える会』
を下記のとおり実施します。詳細は追ってご案内しますが、ご予定ください。 
 

＜保護者とともに進路を考える会＞ 

日 程：６月２７日（土） 

時 間：１０：００～１２：００頃 
会 場：YMCA学院高校 

 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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【看護学校を目指すみなさんへ】 

 

 

 

＜看護学校進学相談会のご案内＞ 

日時：２００９年７月４日（土） 

午前の部 １０：１５～１２：００／午後の部 １３：３０～１６：３０ 

場所：社団法人大阪府看護協会 ナーシングアート大阪 

内容：１）看護・看護教育カリキュラムの概要 

      ２）２０１０年度入学試験情報 

      ３）個別相談 

参加予定校：大阪府内大学（看護学部）、大阪府内看護専門学校 

定員：午前、午後各３００名（先着順） 

     希望者は１F受付まで申し出てください。 

 

 

 

 

大阪府が今夏、高校生を対象とした「一日看護師体験」事業を実施します。看護に対

する理解を深めるとともに、看護の明るいイメージづくりを図り、進路決定の参考にす

ることを目的としています。希望者は申し出てください。 

 

実施時期：２００９年７月２４日（金）～８月１０日（月）土日を除く１４日間 

体験施設：大阪府内の病院 

体験内容：・看護の見学と実際（軽易なもの） ・病院施設の見学 

        ・新任看護職員との懇談      ・その他、病院が必要と認める事項 

募集締切：６月３日（水）までに１F受付まで申し出てください。 
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【進研マーク式模擬試験について】 

卒業年次生の進学希望者対象に年５回、進研模試を実施します。この模試は、『進学コ

ース』登録の有無にかかわらず受験できますので、大学・短大等の受験を考えている生

徒は、積極的に受験してください。受験希望者は、模試案内の申込書に受験料を添えて、

申込期限までに２Ｆ進学教育センター事務室受付で申し込んでください。 

 

○第１回進研模試実施要項 

＜実施日＞ ６月４日（木）および６日（土）   【別日程６月７日（日）】 

＜時間割＞  大学・短大等入試に必要な科目を時間割にあわせて受験すること。 

〈マーク式模試ですので、大学入試センター試験(国公立大一次・私立大)にも

対応します。〉 
６月４日（木） ６月６日（土） 

公民 9：30～10：30 (60分) 数学①(ⅠA) 9：30～10：30 (60分) 

地歴 10：45～11：45 (60分) 数学②(ⅡB) 10：45～11：45 (60分) 

お昼休憩 お昼休憩 

国語 12：30～13：50 (80分) 理科１科目め 12：30～13：30 (60分) 

英語【筆記】 14：05～15：25 (80分) 理科２科目め 13：45～14：45 (60分) 

受験カード登録 15：25～15：40 (15分) 

英語【リスニング】 

※プレーヤーの説明

の為15：55より着席

しておく事。 

準備 15：55～16：00 (5分) 

実施 16：00～16：30 (30分) 

 

＜受 験 料＞ ３,４００円   

＜申込期限＞ ５月２３日（土）【期限厳守】 

＊成績表返却は、７月 1日（水）の予定です。なお、マークシートは返却されません。 

 

[今後の予定] 記述模試① 7/14（火）マーク式模試② 9/17（木）・19（土） 

 

 

 

 

 

記述模試②10/20（火） マーク式模試③ 11/5（木）・ 7（土） 
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【学習アシスト・ルームからのお知らせ】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

通信制での学習の中心となるレポート作成の学習支援、単位修得へのアドバ

イスをおこなっています。 

 

◇対象科目：必修科目を中心とした普通科目（２００９年度開講科目） 

◇支援体制：ＹＭＣＡ学院高等学校教員 

◇登 録 費：＜各期＞５，０００円   
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0９年度前期「人権フォーラム」 

サイバー犯罪って 
～ネット被害にあわないために・起こさないために～ 

あなたの情報はだいじょうぶ？ 

自己紹介を主としたブロフ（プロフィール）から思わぬ形で個人情報が流出したりした経験はあり

ませんか。あなたの知らないところで個人情報がやり取りされているかもしれません。 

「無料」の出会い系サイトにアクセスしたら，いつのまにか高額の料金が請求されたり，犯罪にま

きこまれたりするケースもあるかもしれません。 

 

ネットを悪用した「ネットいじめ」も過去何回もマスコミなどで取り上げられました。書き込む側

の顔・名前が見えない「匿名性」を悪用した陰湿な人権侵害といえるでしょう。「学校裏サイト」

と呼ばれるサイトでは，根拠のない個人攻撃が繰り返されたりすることもあります。 

 

当日は，ネット犯罪の事例をあげながら，犯罪に巻き込まれないための方法や，万が一巻き込まれ

てしまった場合の対処法などを紹介していただきます。 

 

＊講演会形式で行いますが，ビデオの利用も予定しています。 

☆☆５月27日（水）より受付を開始します。 

     参加希望者は職員室カウンターにて申込書に 

記入のうえ、申し込みをしてください。☆☆ 

日時： ６月３０日（火） 午後１時～（１時間半程度）*３０９教室 

講 師： 福山剛志さん（大阪府警本部サイバー犯罪対策係） 

定 員： 5０名（定員になりしだい締め切ります） 

 

        ＊特別活動参加時数2時間にカウントします。 

 



 
 

 

 
 
 

 

 今 月 の 聖 句  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年2月15日に、作家の村上春樹さんが、イスラエル最高の文学賞「エルサ

レム賞」の授賞式において記念講演し次のように語った。「高くて、固い壁があ

り、それにぶつかって壊れる卵があるとしたら、私は常に卵側に立つ」と。高

くて固い壁とは圧倒的な軍事力を誇るイスラエル、卵とはパレスチナの非武装

の人々を指しています。しかしそれだけでなく、人間は皆多かれ少なかれ「卵」

なのだと氏はイスラエルの人々に訴えたのです。「私たちはそれぞれ、壊れやす

い殻の中に入った個性的でかけがえのない心を持っている。私もそうですし、

皆さんもそうなのです。そして私たちは程度の差こそあれ、高く、堅固な壁に

直面しています｣と。本当にそうだと思います。 

誰もが壁に直面する、そして人間は壊れやすくもろい存在。これまでも、今

も、そしてこれからもそれは変わらないでしょう。しかし、その壁を突破する

鍵は私たちの内にすでにあることを知らねばなりません。私たちの内にはかけ

がえのない宝があります。ですが、壁に打ち付けられてもなお、私たちがその

宝である愛と命を守りぬいていくことはひとりでは決して出来ません。私たち

をゆるぎない方向に導いてくれる導き手が必要なのです。「なんだ、最後はお決

まりの神頼みか」と言う声が聞こえてきそうです。それでもなお世界が今置か

れている状況は、聖書が語るイエスの上に焦点を結んでいるように私には見え

るのです。 

（日本バプテスト連盟 シオンの丘教会 坂田 浩牧師より） 
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『わたしたちは、このような宝を 

土の器に納めています。』 

   （コリントの信徒への手紙Ⅱ 4章 7節） 
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日時：6 月１８日（木） １３：３０～１４：４５ 

場所：２階 ライブラリー 

申し込み：１階 職員室カウンター（担当：池本・山野） 

定員：５０名（定員になり次第締め切ります） 

特別活動２時間認定♪ 

  ※保護者の方も参加できます 



 
 

 

 
 
 

 

 
     

 

§草笛 太郎 のプロフィール(ＴＡＲＯ ＫＵＳＡＢＵＥ ・ＰＲＯＦＩＬＥ） 

安濃川の清流、広々とした平野と田園風景。四季折々の豊かな自然の中でゆったり

育つ。幼少時からハーモニカに触れ のどかで大らかな心が培養され 今も米・野菜や

様々な果樹の無農薬・有機栽培に汗を流し、自給自足を続け、毎日 若者と楽しく接し、

同時に国内外でも抜群の草笛奏者として客観的評価を受け、様々なジャンルの音楽を

自由自在に自由奔放に草笛演奏を続け、高い評価を受けている。湾岸戦争以来 地球

環境や人間が取りなす社会環境の保全・発展を願い 地球上のあらゆる生物に想いを

込めて演奏活動を続けている。自ら作詞作曲した 世界の歴史初めての草笛オリジナル

ＣＤを出し、テレビや ラジオをはじめ 学校等あちこちの様々なイベントに引っ張りだこで 

出向いた所々で大きな反響を巻き起こしている。 

 


